
超解説（17分30秒でわかる）

重層的支援体制整備事業の基礎理解

（令和7年4月更新）

稲沢市の福祉関係者の皆様へ
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＊この資料は、稲沢市が取り組んでいる重層的支援体制整備事業の概要を

市内の福祉関係者の皆様に分かりやすく解説するために作成したものです。

（稲沢市社会福祉協議会 福祉総合相談窓口）



重層的支援体制整備事業は

複雑・複合的な課題を抱えた困難ケースに対応すべく、

分野を超えたチーム支援体制を強化する事業

支援者（あなた）を支援する仕組みを創る ための事業です！

最初に、ここだけ『押さえて』ほしい！
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１ 重層的支援体制整備事業の基礎理解

２ 稲沢市の取組状況

３ 私たちの支援体制をみんなで創るために

もくじ
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１ 重層的支援体制整備事業の基礎理解
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1-1 そもそも、重層って何？

1-2 なぜ、重層ができたの？

1-3 重層に移行すると何が変わるの？



1-1 そもそも、重層って何？

・地域共生社会を実現するための事業

・相談支援・参加支援・地域づくりの一体的充実を目指す事業

令和2年の改正社会福祉法で創設（令和3年4月から施行）

『ｱｳﾄﾘｰﾁ等を通じた継続的支援』『多機関協働』も連動して実施します！

・『包括的な支援体制』を創るための事業（手段）

⇒支援者（あなた）を『みんなで支える』仕組みを創るための事業です！
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1-2 なぜ、重層ができたの？

『既存の制度では、対応できない複雑・複合的な

課題を抱えたケース（世帯）が増えてきたから』です！

●稲沢市でも、このような相談が増えています！

・複雑化・複合化したｹｰｽ（8050、ﾔﾝｸﾞｹｱﾗｰ、育児と介護のﾀﾞﾌﾞﾙｹｱ、家計破綻 等）

・制度の狭間に落ちるｹｰｽ（社会的孤立、ｺﾞﾐ屋敷、ひきこもり 等）

・最近、高齢者や障がい者の『住まい確保』に関する相談も増えています！
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全体 地域から孤立 持ち家 祖父母の年金で生計維持

祖父 がん治療中 老齢厚生年金

祖母 要介護1 認知症の疑い 老齢基礎年金

父親 職を転々 ギャンブル依存の疑い  多重債務

母親 無職 障がいの疑い 養育能力が低い

子ども 不登校ぎみ 介護と家事全般を担う
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祖父
70歳

祖母
65歳

父親
40歳

母親
35歳

子
15歳

複雑・複合的な課題を抱えたケース（例）

あなたがこの世帯から相談を受けたらどうしますか？



このような複雑・複合的な課題を抱えた

ケースに対応するためには

分野を超えたチーム支援体制の強化

包括的な支援体制づくりが必要不可欠！
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1-3 重層に移行すると何が変わるの？
＊令和7年度 全国473自治体（愛知県は30自治体）が重層事業に移行予定

各事業の法制度による（属性や年代等の）縛りが

緩和されます！

分野を問わず誰もが（本業に支障がない範囲で）制度の狭間に

支援の手を差し伸べることが『可能』になります！
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こんな感じになります！（厚生労働省の研修資料より引用）

【移行前】 【移行後】稲沢市はこっち↓



重層が充実すればするほど

『制度の狭間に落ちた困難ケース』や

『複雑・複合課題を抱えたケース』に

 チームで迅速に対応できるようになります！
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２ 稲沢市の取組状況をご紹介します！
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2-1 稲沢市の取組状況

2-2 稲沢市が目指す『包括的な支援体制』とは？

2-3 支援者を支援する仕組み『稲沢市ｅｎﾓﾃﾞﾙ』



2-1 稲沢市の取組状況

・稲沢市は、令和４年度から『重層に移行済』

（令和7年度 全国473自治体が実施予定 / 愛知県では、25市5町が実施予定）

・福祉課と社協（福祉総合相談窓口）が重層の推進役

福祉課 ⇒ 全体の調整役（財源確保、庁舎内連携、後方支援 等）

社 協 ⇒ 包括的な支援体制づくり（稲沢市ｅｎモデルの充実）

  複雑・複合的な課題を抱えたケースの支援調整

  周知啓発（研修会の開催）、情報収集、社会資源の開発 等
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８０５０やﾔﾝｸﾞｹｱﾗｰ、ひきこもり、多重債務 等、

複雑・複合的な課題を抱えたケースのご相談は、

お気軽に福祉総合相談窓口までお寄せください！
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①支援者を支援する仕組み『稲沢市ｅｎﾓﾃﾞﾙ』の充実

②どんな相談も『福祉の拠点』で受け止める支援体制

福祉の拠点：市役所 東庁舎 1階（福祉課と社協）の総称

社協の中に『福祉総合相談窓口』があります！

③分野を超えた支援者同士が繋がっている支援体制

みんなが『顔見知り（気軽に相談しあえる関係）』になるのが理想！
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2-2 稲沢市が目指す『包括的な支援体制』とは？
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☜社協のＨＰから
ダウンロード
できます。

各種相談
↓

福祉総合相談窓口
↓

重層的支援体制
整備事業
↓

重層リーフレット



2-3 支援者を支援する仕組み『稲沢市ｅｎﾓﾃﾞﾙ』

【多職種連携のフロー図】

・複雑・複合課題の相談受付から支援開始までを可視化したもの

 ・福祉総合相談窓口が受付けた複雑・複合課題を抱えたケースは

『３段階のケース検討会議』で支援方針等をﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟします！

・これらの会議には、様々な専門職が集まり『複眼的な視点』から

『世帯全体の支援方針』を検討します！
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18

☜社協のＨＰから
ダウンロード
できます。

各種相談
↓

福祉総合相談窓口
↓

重層的支援体制
整備事業
↓

稲沢市ｅｎモデル



3段階の会議で支援精度を高めます！

各会議の検討視点は『世帯の全体最適』と『チーム支援の充実』

step①ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ会議（複雑ｹｰｽの解きほぐし及び支援ﾌﾟﾗﾝの素案作成）

社協の専門職によるｹｰｽ検討会議（新人相談員のＯＪＴ・ＳＶ機能を兼ねる）

step②福祉総合相談対策支援ﾁｰﾑ会議（『支援会議』）

市役所の専門職を含めたｹｰｽ検討会議（必要に応じ関係機関も参加！）

step③重層的支援会議（生活困窮者自立支援調整会議）

現場ﾚﾍﾞﾙで検討した支援ﾌﾟﾗﾝや役割分担等を最終決定する会議
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対策支援チーム会議（令和7年1月15日）の様子

この日は、豊川市の皆様が見学されました！

【ポイント】

 対策支援チーム会議は、参加メンバーの

 『スキルアップの場』でもあります！

ケース検討を通し

各分野のベテラン専門職の知識や経験、感性、

アセスメントの視点や関わり方のコツなど

支援のノウハウ（暗黙知）も学び合います！
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３つの会議では『ケース検討』を通して

『多職種連携の課題共有』や『ｅｎモデルの改善』

『稲沢市に不足する社会資源の開発』

も検討しています！
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元気になったら、今度は、あなたが、誰かを支えてください

令和5年度開発『稲沢市恩送り隊』～『ﾍﾟｲﾌｫﾜｰﾄﾞ』の仕組み創り～

福祉新聞→

令和5年7月25日

←中日新聞

令和5年7月11日

（本会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載）
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『恩送り隊（稲沢市内の経営者や団体等の有志で結成）』は、

既存の制度やサービスでは対応できない、草木の伐採、

ゴミ屋敷の清掃、引越し支援などを 無償 で行います！

・本業（仕事）の合間に活動するため、毎月の活動回数に上限があります

・支援対象世帯は『生活困窮世帯に限定』しております

・『恩送り隊』の相談受付は『支援機関からのみ』です

他にも諸条件がありますので、事前に福祉総合相談窓口までご相談ください
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『稲沢市ｅｎモデル』は『発展途上（未完成）』

支援者（あなた）を支援する仕組み『稲沢市ｅｎモデル』を

より充実させるためには、現場の声、つまり・・・

『皆さん（あなた）との対話と協働』が必要不可欠です！
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３ 私たちの支援体制をみんなで創るために
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3-1 もっと『対話』しませんか？

3-2 『福祉の拠点』に繋いでください！

3-3   私たちが重層推進担当です！



現場の皆さんの声（助言や提案、協働）なくして

『私たちの包括的支援体制』は、創れません！

『稲沢市ｅｎモデル』も

 あなたの『想い』が反映されない

『絵に書いた餅（机上の空論）』では

 ダメなんです！
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3-1 もっと『対話』しませんか？



皆さんの研修会や会議等にも呼んでください！

福祉の拠点にお越しになった際は、気軽にお声掛けください！（雑談大歓迎！）

『コミュニケーション（多職種連携）の充実』こそが、

『包括的な支援体制づくりの充実』に繋がります！

『困ったら、気軽に相談しあえる』、こんな仕組みを一緒に創りませんか？
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『複雑かつ複合的な課題を抱えた世帯のケース』

『どこにも支援が繋がっていないケース』

『専門分野以外の相談で繋ぎ先が分からないケース』

『一つの世帯に専門機関がバラバラに関わっているケース』は

 福祉の拠点（福祉総合相談窓口）に繋いでください！

3-2 こんなケースは
『福祉の拠点』に繋いでください！
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一人で抱え込むのではなく、

みんなで一緒に考えていきましょう！



気軽にお声掛け（お電話）ください！！

社会福祉法人 稲沢市社会福祉協議会

福祉総合相談窓口 多機関協働事業（重層推進）担当

相談支援包括化推進員 加藤・北上・林

稲沢市稲府町1番地（稲沢市役所 東庁舎1階 福祉の拠点内）

0587-23-6713（社協共通） / 0587-32-1484（相談窓口直通）
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3-3 私たちが重層推進担当です！
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